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　当所では現在「商工会議所福祉制度」を広くお知りいただくために共済キャン
ペーンを6月3０日まで実施しています。
　期間中アクサ生命担当職員と当所職員がお伺いの際には、ご協力くださいま
すよう、よろしくお願い申しあげます。

共済キャン
ペーン

実施中!!

平成27年6月28日（日）販売平成27年6月28日（日）販売

※大型店での利用は1セットにつき最大3,000円までが可能
※詳細については同封の折込チラシにて

■日立地区デュアルシステム企業実習調印式
　・インターンシップ受入事業所を募集
■常議員会/部会会議開催のご案内
■日本商工会議所/日立商工会議所の動き（4月）
■早期景気観測調査平成26年度第4四半期結果
■相談所だより
　経営安定特別相談室/自治・振興金融制度/
　マル経融資制度
　解説マイナンバー制度①
■リレー随想（その181）
■会員探訪
■会議所インフォメーション
　商工会議所ライブラリー/役員議員紹介『素顔』
■国・県・市等からのお知らせ
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日立市スーパー
プレミアム商品券
日立市スーパー
プレミアム商品券
日立市スーパー
プレミアム商品券

◆1セット5千円（1,000円の商品券6枚）

参加加盟店募集中
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2015
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○茨城県立日立工業高等学校の２年生と１年生の希望者が対象
○受入協力企業に対して、指導・監督・作業着・消耗品等の費用の一部として
　協力金を支給します。
○体験者(高校生)は、保険(傷害、賠償責任)に加入し、交通費及び昼食は、
　体験者(高校生)が負担します。
○プログラムは、受入企業での作成をお願いいたします。
　（事業所において出来る範囲で検討してください。）

職場体験する高校生（昨年は45事業所で108人を受入）

　当
所
工
業
部
会
と
交
通
運
輸
業

部
会
で
は
、
茨
城
県
立
日
立
工
業

高
等
学
校
で
実
施
す
る
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
事
業
の
受
入
事
業
所
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
実
施
時
期
‥
【
平
成
27
年
10
月

20
日
（
火
）
〜
10
月
22
日
（
木
）
】

の
3
日
間

◇
対
象
業
種
‥
製
造
業
、
ソ
フ
ト

　
　
　
　
　ウ
ェ
ア
、
自
動
車

　
　
　
　
　整
備
関
連
業
種

◇
人

　
　数
‥
各
2
〜
5
名

　
　
　
　
　（
1
事
業
所
）

◇
申
込
締
切
‥
6
月
５
日
（
金
）

◇
そ

の

他
‥
生
徒
に
対
す
る
要

望
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
入
申
出

後
、人
数
等
の
調
整
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

◇
申
込
・
問
合
せ
‥
工
業
政
策
課

職 場 体 験 事 業職 場 体 験 事 業

　４
月
30
日
、平
成
27
年
度「
日
立

地
区
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」の
ス

タ
ー
ト
を
前
に
、茨
城
県
立
日
立

工
業
高
校
に
て
、学
校
と
生
徒
・
保

護
者
、受
入
企
業
の
３
者
に
よ
る

企
業
実
習
提
携
協
定
書
の
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
デ
ュ

ア
ル
シ
ス
テ
ム
は「
日
本
版
」「
い

ば
ら
き
版
」を
経
て
現
在
で
は「
日

立
地
区
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」と

し
て
、特
色
あ
る
学
校
運
営
と
学

生
に
地
域
企
業
へ
の
就
労
を
促

す
シ
ス
テ
ム
と
し
て
今
年
度
も

継
続
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

既
に
11
年
目
を
迎
え
た
こ
の
事

業
の
経
験
・
卒
業
者
は
約
２
０
０

名
を
数
え
、市
内
外
の
企
業
に
勤

務
し
、日
本
の
も
の
づ
く
り
産
業

を
支
え
る
一
員
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　参
加
す
る
生
徒
14
名
は
、
10
社

の
受
入
企
業（
別
記
）に
分
か
れ
、

来
年
２
月
ま
で
の
期
間
、週
１
回

の
企
業
実
習
に
臨
み
、勤
労
観
・
職

業
観
を
高
め
る
と
と
も
に
、技
能

や
技
術
の
向
上
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を
身
に
つ
け

ま
す
。当
所
で
は
、も
の
づ
く
り
は

人
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、教
育
機

関
と
産
業
界
の
連
携
強
化
を
積

極
的
に
支
援
し
て
い
て
、こ
の
デ

ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
で
は
、地
域
に

お
け
る
職
業
教
育
・
訓
練
制
度
と

し
て
の
定
着
を
目
指
し
、関
係
機

関
の
調
整
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

「
日
立
地
区
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」企
業
実
習
で
調
印
式

10
社
の
受
入
企
業
が
提
携
協
定
書
に
調
印

茨城電機工業株式会社、株式会社今
橋製作所、株式会社大友製作所、スタ
ーエンジニアリング株式会社、株式
会社ティー・エム・ピー、有限会社日
電舎、吉野電業株式会社、有限会社ラ
ーニングアイ、株式会社エム・シー・
エー、株式会社サイバーテック

受入企業（順不同）

インターンシップ受入事業所を募集



誇れる仕事を未来へ… 笑顔あふれる街づくりにチャレンジ
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　４
月
21
日
、
当
所
で
常
議
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　協
議
に
先
立
ち
、
第
２
０
３
回

珠
算
能
力
検
定
試
験
で
１
級
満
点

合
格
を
果
た
し
た
菊
地
晃
一
君
へ

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰
状
伝

達
お
よ
び
日
立
商
工
会
議
所
会
頭

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　協
議
事
項
で
は
３
月
の
新
入
会

員（
別
記
①
）を
承
認
。次
に
、常
議

員
補
欠
選
任
に
つ
い
て
協
議
し
承

認
し
ま
し
た
。
こ
の
補
欠
選
任
は

企
業
の
人
事
異
動
に
伴
う
も
の
で
、

五
位
野 

勝 

氏（
株
式
会
社
日
立
物

流
東
日
本
営
業
本
部
日
立
営
業
部

副
部
長
）
を
新
し
く
常
議
員
に
選

任
し
ま
し
た
。

　続
い
て
、
当
所
の
珠
算
振
興
委

員
会
委
員
と
平
成
27
年
度
の
珠
算

能
力
検
定
試
験
委
員
に
つ
い
て
も

協
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
委
嘱
を
承
認

し
ま
し
た
。

　報
告
事
項
で
は
、
田
山
専
務
理

事
か
ら
日
立
市
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
の
概
要
と

議
員
の
職
を
行
う
者
の
辞
任
お
よ

び
変
更
に
つ
い
て
、
観
光
環
衛
業

部
会
役
員
選
任
結
果
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、三
澤
俊

介
観
光
委
員
長
か
ら
第
53
回
日
立

さ
く
ら
ま
つ
り
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

Ｋ･

Ｍ･

Ｋ
小
室
建
設
工
業

（
鳶
工
事
業
）

　田
尻
町
６

－
12

－
５

白
石
建
設（
土
木
工
事
業
）

　滑
川
本
町
１

－

８

－

11

株
式
会
社
エ
ス
ア
ン
ド
エ
ス

（
飲
食
業
）

　東
滑
川
町
３

－

６

－

８

伏
見
工
業（
鳶
工
事
業
）

　東
町
３

－

３

－

12

有
限
会
社
聖
和（
葬
祭
業
）

　末
広
町
３

－

18

－

13

株
式
会
社
皐
月
プ
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク

（
管
工
事
業
）

　鹿
嶋
市
宮
津
台
４
６
９
０

－

44

有
限
会
社
宮
前
交
通

（
旅
客
運
送
業
）

　潮
来
市
宮
前
２

－

38

－

14

4月の常議員会4月の常議員会

特
別
会
員
紹
介

特
別
会
員
紹
介

（
別
記
①
）

新
入
会
員
紹
介

新
入
会
員
紹
介

　３回目のチャレンジで見事珠算１級満点合格を果た
した菊地晃一さん。
　小学１年生の時、算数が大好きで計算をする習い事
をしたくて、お母さんの通っていた珠算塾で習い始め
ました。（お母さんは第191回珠算能力検定試験で１級
満点合格）小学生の時は、週４回約２時間ずつ珠算塾に
通っていましたが、中学生になり部活動の時間も加わ
りましたが、それでも週４回時間を作りながら通ってい
ます。
　今後の目標は、「学校の勉強・部活と両立させなが
ら、今以上に珠算と電卓を頑張っていきたい」と話し
ていただきました。

菊地　晃一 君
(峰山中学校２年生：あゆみ珠算塾)

第203回珠算能力検定試験1級満点合格第203回珠算能力検定試験1級満点合格

2015 夏まつり情報を募集2015 夏まつり情報を募集2015 夏まつり情報を募集2015 夏まつり情報を募集

交通運輸業部会の部会会議を開催します。
当該部会に所属する会員の皆様の出席をお願いします。
○交通運輸業部会
　日　　時　 ５月26日（火）11：00
　会　　場　 日立商工会議所会館
　協議事項　 部会役員選任について
　　　　　　 今年度部会事業について
　問 合 せ　 総務課

部会会議開催のご案内

「かいぎしょNEWS」市民版では、市内各地域で開催する夏のイベント特集
を企画します。
■掲載内容　①名称　②開催日時　③開催場所　④イベント内容
　　　　　　⑤雨天時の対応　⑥主催団体
　　　　　　⑦代表者の連絡先（住所・氏名・TEL）
■掲 載 料　無料
■締め切り　6月19日（金）
■発 行 日　7月中旬予定（読売・朝日・毎日新聞朝刊に折込）
■申込方法　掲載内容をファクシミリ又はEメール
■問 合 せ　総務課　TEL 22-0128  FAX 22-0120
                              Mail  ｈ1204＠hitachicci．or．jp
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4月3日 桐生商工会議所との懇談会
4月4日 第53回日立さくらまつり花見茶屋出店
 ～ 5日
4月7日 正副会頭会議
 観光環衛業部会会議
4月12日 ひたち風土‘Ｓ  ＩＮ  さくらまつり
4月13日 社員研修基礎講座
4月14日 経営計画作成支援セミナー
4月21日 常議員会
 経営計画作成支援セミナー
4月23日 日立市料飲業組合連絡協議会役員会
4月24日 経営計画作成支援セミナー
4月27日 工業部会正副部会長会議
 製造業景況懇談会
 観光環衛業部会議員協議会
4月28日 観光委員会
4月30日 日立市地域ブランド運営委員会
 日立地区デュアルシステム企業受入調印式

◇経済の好循環実現に向けた政労使会議

日本商工会議所の動き

　日本商工会議所の三村会頭は４月２日、首相官邸で開催された政府・経済界・労働組合の代表者らによる

「経済の好循環実現に向けた政労使会議」に出席。会議では景気の好循環を全国の中小企業に拡大すべく、昨

年12月の政労使による合意が指摘している「取引企業の仕入れ価格上昇などを踏まえた価格転嫁や支援・協

力についての総合的取り組み」「サービス業の生産性向上についての取り組み」を推進するための具体策につ

いて合意した。

　三村会頭は、「適正な取引価格の形成に向けた動きを一層広げることが打ち出された」と今回の合意につい

て評価。また「総論ではなく、各論で実行されることが重要。これが実現できれば、賃上げについて未定として

いる中小企業の多くが賃上げに向かうことも十分に考えられる」と今後の中小企業の賃上げに期待を寄せ

た。

　安倍晋三首相は、「本日の政労使決定で環境は整ってきた。

中小・小規模事業者には、好循環拡大に向けた賃上げについ

て、最大限の努力を図っていただきたい」と要請した。

　合意では、原材料費や需給の変動に伴う損益の分担方法を

発注元と取引先があらかじめ合意することなどにより、適正

な価格が形成されるよう努めることを提示。政府の対策とし

ては、転嫁に関するベストプラクティスが追加された下請取

引ガイドラインの徹底、下請代金法に基づく監視・取り締まり

の強化などを求めている。安倍首相（右から２人目）と三村会頭（左から２人目）

価格転嫁対策で合意　三村会頭「確実な実行を」価格転嫁対策で合意　三村会頭「確実な実行を」

日立商工会議所の動き4月4月4月

(株)ツリーオブジェムズ船戸美幸氏を講師に

開催し40名が受講する。

小規模事業者持続化補助金活用対策として

中小企業診断士 赤上順啓氏を講師に開催。

社員研修基礎講座（4・13）

経営計画作成セミナー（4・14、21、24）
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業種別概況

業況判断（DI値）について

製　造　業 小　売　業 建　設　業 サービス業

　顧客の期末でもあり、自動

車関連や重電関連など一部

の業種で堅調な生産高で推

移したが、建設機械・家電関

係で需要低迷や生産調整に

より受注減。為替動向により

仕入価格上昇の影響も大き

く業況悪化。組織変更等も推

測されるなど、今後の受注動

向に変更ないか先行き不透

明感が強く、慎重な見方も多

い。

　比較対象となる前年同月

は婦人服や家電品など駆け

込み需要があった時期であ

り、その反動からもマイナス

幅が拡大。顧客の高齢化や大

型店との競合、最寄り品を中

心とした低価格志向等、消費

マインドの低迷は依然とし

て払拭できず、先行きに対す

る懸念材料は多い。

　公共工事の着工により受

注はあるものの、製造業にお

ける設備投資等民間工事の

動きが鈍い。また、有資格者

及び技能者の不足と高齢化

が全業種に及び労務費は高

騰し続けている。

　先行きでの業況悪化は「好

転」から「不変」への変化が主

因であるが、作業員不足や建

設関係の規則改正に伴う事

務処理の増加が足かせとな

っている。

　観光関連、物流関係の下支

えに加え、飲食店やホテルで

は宴会などによる売上増も

見られる。ゴールデンウィー

クを中心に飲食・宿泊業で売

上増加を見込み、ガソリン価

格の下落に伴い、観光・物流

関係で採算好転の兆しがみ

られるものの、食材費の高騰

や調理師等専門職不足、法改

正に伴うドライバー確保が

難しく、先行きについて慎重

な見方が続く。

●全産業の業況は、▲23.8と前回調査時（▲14.8）から9ポイント悪化した。今後の見通しでは▲27.4と更に悪化す
る予想となり、原材料の上昇・高止まりなどコスト増大が収益を圧迫する状況が依然として続き、景気回復を後押
しする材料が乏しい。

●製造業においては、▲38.1と前回調査時（▲21.7）から16.4ポイント悪化した。今後の見通しでも▲47.6と更に
悪化する予想となり、厳しい状況であることが伺える。

●小売業においては、▲37.5で前回調査時（▲25.0）から12.5ポイント悪化した。今後の見通しでは、▲16.7と改善
を見込むが、「悪化」から「不変」への変化が主因であり、実態は横ばい。

●建設業においては、▲15.8と前回調査時（▲6.3）から9.5ポイント悪化した。今後の見通しでは▲31.6と更に業況
の悪化が進行する予測となったが「好転」から「不変」への変化もあり、業況は変横ばいを見込む。

●サービス業においては、0.0と前回調査時（0.0）と同水準となった。今後の見通しについては▲15.0と再びマイナ
ス水準を予測するが「好転」から「不変」への変化が主因であり、こちらも横ばいを見込む。

業況DIの推移

調査対象並びに回収状況

対象件数

回収件数

回収割合（％）

製造業

25

21

84.0

小売業

30

24

80.0

建設業

20

19

95.0

サービス業

25

20

80.0

計

100

84

84.0

・ＤＩ値は調査項目についての景況判断状況を表す。
　（△（＋）で上向き、▲（－）で下向き）
・強気、弱気等景況感の相対的な広がりを意味する。
　ＤＩ＝（増加・好転・不足等の回答割合）－
　　　　　　　　　　（減少・悪化・過剰等の回答割合）

調査時期

調査基準

4月（四半期毎に実施）

四半期毎の景況感を対前年同期と比較

平成26年度第4四半期

日立商工会議所全産業

製造業

小売業

建設業

サービス業

第1四半期

▲22.4

▲17.4

▲32.0

▲31.3

▲9.5

第2四半期 第3四半期

▲20.7

▲8.7

▲45.5

▲23.5

▲5.0

▲14.8

▲21.7

▲25.0

▲6.3

0.0

第4四半期

▲23.8

▲38.1

▲37.5

▲15.8

0.0

今後の見通し
（4月～6月）

▲27.4

▲47.6

▲16.7

▲31.6

▲15.0
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業種別概況

業況判断（DI値）について

製　造　業 小　売　業 建　設　業 サービス業

　顧客の期末でもあり、自動

車関連や重電関連など一部

の業種で堅調な生産高で推

移したが、建設機械・家電関

係で需要低迷や生産調整に

より受注減。為替動向により

仕入価格上昇の影響も大き

く業況悪化。組織変更等も推

測されるなど、今後の受注動

向に変更ないか先行き不透

明感が強く、慎重な見方も多

い。

　比較対象となる前年同月

は婦人服や家電品など駆け

込み需要があった時期であ

り、その反動からもマイナス

幅が拡大。顧客の高齢化や大

型店との競合、最寄り品を中

心とした低価格志向等、消費

マインドの低迷は依然とし

て払拭できず、先行きに対す

る懸念材料は多い。

　公共工事の着工により受

注はあるものの、製造業にお

ける設備投資等民間工事の

動きが鈍い。また、有資格者

及び技能者の不足と高齢化

が全業種に及び労務費は高

騰し続けている。

　先行きでの業況悪化は「好

転」から「不変」への変化が主

因であるが、作業員不足や建

設関係の規則改正に伴う事

務処理の増加が足かせとな

っている。

　観光関連、物流関係の下支

えに加え、飲食店やホテルで

は宴会などによる売上増も

見られる。ゴールデンウィー

クを中心に飲食・宿泊業で売

上増加を見込み、ガソリン価

格の下落に伴い、観光・物流

関係で採算好転の兆しがみ

られるものの、食材費の高騰

や調理師等専門職不足、法改

正に伴うドライバー確保が

難しく、先行きについて慎重

な見方が続く。

●全産業の業況は、▲23.8と前回調査時（▲14.8）から9ポイント悪化した。今後の見通しでは▲27.4と更に悪化す
る予想となり、原材料の上昇・高止まりなどコスト増大が収益を圧迫する状況が依然として続き、景気回復を後押
しする材料が乏しい。
●製造業においては、▲38.1と前回調査時（▲21.7）から16.4ポイント悪化した。今後の見通しでも▲47.6と更に
悪化する予想となり、厳しい状況であることが伺える。
●小売業においては、▲37.5で前回調査時（▲25.0）から12.5ポイント悪化した。今後の見通しでは、▲16.7と改善
を見込むが、「悪化」から「不変」への変化が主因であり、実態は横ばい。
●建設業においては、▲15.8と前回調査時（▲6.3）から9.5ポイント悪化した。今後の見通しでは▲31.6と更に業況
の悪化が進行する予測となったが「好転」から「不変」への変化もあり、業況は変横ばいを見込む。
●サービス業においては、0.0と前回調査時（0.0）と同水準となった。今後の見通しについては▲15.0と再びマイナ
ス水準を予測するが「好転」から「不変」への変化が主因であり、こちらも横ばいを見込む。

業況DIの推移

調査対象並びに回収状況

対象件数

回収件数

回収割合（％）

製造業

25

21

84.0

小売業

30

24

80.0

建設業

20

19

95.0

サービス業

25

20

80.0

計

100

84

84.0

・ＤＩ値は調査項目についての景況判断状況を表す。
　（△（＋）で上向き、▲（－）で下向き）
・強気、弱気等景況感の相対的な広がりを意味する。
　ＤＩ＝（増加・好転・不足等の回答割合）－
　　　　　　　　　　（減少・悪化・過剰等の回答割合）

調査時期

調査基準

4月（四半期毎に実施）

四半期毎の景況感を対前年同期と比較

平成26年度第4四半期

日立商工会議所全産業

製造業

小売業

建設業

サービス業

第1四半期

▲22.4

▲17.4

▲32.0

▲31.3

▲9.5

第2四半期 第3四半期

▲20.7

▲8.7

▲45.5

▲23.5

▲5.0

▲14.8

▲21.7

▲25.0

▲6.3

0.0

第4四半期

▲23.8

▲38.1

▲37.5

▲15.8

0.0

今後の見通し
（4月～6月）

▲27.4
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自治・振興金融融資制度自治・振興金融融資制度
【自治金融】
○限　度　額　運転1,000万円　設備1,000万円
○期　　　間　運転7年　設備7年
○保　証　人　個人事業主は原則不要。
　　　　　　　法人の場合は代表者。
　　　　　　　※特別な事情がある場合は、その他に
　　　　　　　　連帯保証人が必要になります。
○担　　　保　原則不要
　利率1.25％（平成27年5月1日現在）
【振興金融】
○限　度　額　運転2,000万円　設備2,000万円
○期　　　間　運転7年　設備7年
○保　証　人　個人事業主は原則不要。
　　　　　　　法人の場合は代表者。
　　　　　　　※特別な事情がある場合は、その他に
　　　　　　　　連帯保証人が必要になります。
○担　　　保　必要に応じて徴求
　利率1.35％（平成27年5月1日現在）
※どちらも年利1.0％の利子補給が受けられます。お申込み・
　お問合せはお近くの金融機関または当所経営相談課まで

　事業経営が不振に陥った時は、「早期に適切な手を打つ」ことが重要なポイントです。受注・販
売不振、手形の決済などで事業経営の先行きに不安が生じたらできるだけお早めに『経営安定特
別相談室』にご相談ください。

○経営安定特別相談室とは…
　経営不振に陥った事業所から相談を受け、再建
の見込みがある企業については関係機関との協
力により再建の方策を講じるなど倒産を未然に
防止することを目的に設置されているのが「経営
安定特別相談室」です。相談室では商工調停士等
の専門家が相談に応じます。

○商工調停士とは…
　中小企業の倒産に関わる諸問題について解決
に向けての相談・アドバイスを行ないます。商工
調停士は、当所会頭から委嘱されています。

○お申込みにあたって…
　経営不振に陥った経緯などをお聞かせいただ
くとともに相談アドバイスに必要な資料の提出
をお願いしています。

相談無料・秘密厳守　お申込およびお問合せは経営相談課まで。相談無料・秘密厳守　お申込およびお問合せは経営相談課まで。

困った時には早めの相談！

相 談 の 手 順

相 談 申 込

相談内容の検討

・経営、財務内容の把握と分析

・倒産防止の方策の検討

調 停
債権者等関係者
への協力要請

・金融斡旋

・手形処理指導

・事業転換指導

・円滑な整理方法の検討

・法的手続き等の指導、助言

経営 安 定特別相談室

小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）
【マル経制度】
○限　度　額　2,000万円
　　　　　　　※1,500万円超は事業計画書添付
○期　　　間　運転7年　設備10年
○保証人・担保　原則不要
　利率1.25％（平成27年5月1日現在）

【マル経をご利用頂ける方】
○日立市内で1年以上継続して同一事業を営んでおり、税
務申告をしている方

○当所の経営指導を原則として6ヶ月以上受けている方
○従業員20名以下（商業・サービス業は5人以下）の小規
模事業者の方

○所得税（法人税）、事業税、住民税を完納している方

※年利1.10％の利子補給が受けられます。
　お申込み・お問合せは当所経営相談課まで


